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市民の命守るためコロナ禍での
経験生かし病床削減はやめよ

　国・県が主導する地域医療
構想に基づいて、神戸圏域で
は、コロナ病床にもなってい
る急性期病床を2014年～2019
年の５年間で1147床削減して
います。そして、2025年に向
けてさらに1323床も減らそう
としています。昨年には神戸
労災病院と三菱神戸病院の急
性期病床を削減、さらに今後
長田区にできる病院の統合に
よる急性期病床の削減と転換

を決定した神戸圏域の地域医
療構想調整会議（以下「調整
会議」）は、いずれも非公開
でおこなわれていました。ま
たこの間、コロナ禍でも救急
医療などの一般医療において
も、急性期病床の不足が明ら
かになっています。森本議員
は、コロナなど新興感染症に
対しても、市民の命を守るた
めにも、急性期病床の削減は
やめるべきと質しました。

　昨年１月、新長田再開発事
業の検証報告書が発表されま
した。「被災権利者の早期生
活再建実現のため」とされた

再開発事業において、震災か
ら27年の今日まで、一番苦し
んできたのが、震災で焼け野
原の中から立ち上がり、店舗
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答弁ダイジェスト
　小原副市長：神戸市では高
度急性期病床、急性期病床で
それぞれ国の基準より超過し
ているが、回復期病床は不足
となっているため機能転換を
すすめる。引き続き国や県の
方針を見据えながら医療体制
を構築していきたい。今後の
新興感染症に対する医療提供

体制がどうあるべきかについ
ては国レベルで検討すべき課
題だ。
　森本議員：病床をどうする
かを議論するのは調整会議
だ。調整会議は原則公開のは
ずだが、神戸労災や長田の統
合、さらに六甲病院の民間移
譲や済生会兵庫県病院の計画
の見直しも非公開でおこなわ

　３月29日に神戸市議会本会議がひらかれました。日
本共産党神戸市議団を代表して森本真議員が登壇し一
般質問をおこないました。

１．�新興感染症にも対応できる
病床の確保について 

２．�新長田再開発について
３．�県立高等学校の統廃合について

質
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れた。また、調整会議の報告
があるのは神戸市保健医療審
議会である。私はその委員だ
が、平成30年８月31日開催さ
れて以降１度も開催されてい
ないのはなぜか。
　小原副市長：詳しくは知ら
ない。
　森本議員：これは神戸市の
諮問審議会だ。病床をどんど
ん減らしているのになぜ開か
れていないのか。
　久元市長：これが平成30年
以来全然開かれていないこと
については精査させていただ

きたい。
　森本議員：県の資料に調整
会議の報告が全部載っ てい
る。きちんと公開されるべき
だ。そして今コロナを経験し
て新興感染症に対して病床が
必要だということが、日本医
師会などでも検討されてい
る。感染症対策のために病床
をどうするのかという論議が
始まる。急性期病床は減らさ
ず、回復期病床も増やして市
民の命を守るための医療体制
をつくるべきだ。

を買い、苦しい営業を続けて
いる被災権利者のみなさんで
す。なかには、苦悩する中で
亡くなっていった方や廃業す

る方もいます。震災前と同程
度の商業床を確保するために
３層構造ネットワークにした

焼け野原から立ち上がった被災権利者の
みなさんに寄りそい解決策を

新長田
再開発

（２面につづく）

地域医療構想
（神戸圏域） 稼働病床 必要病床数
圏域 病床機能/年 2014年 2019年 14-19年差 2025年 19-25年差

神戸

高度急性期 2,137 2,182 45 2,074 ▲　108
急 性 期 8,380 7,233 ▲1,147 5,910 ▲1,323
回 復 期 1,307 2,649 1,342 5,032 2,383
慢 性 期 3,207 2,814 ▲　393 2,631 ▲　183
病 床 合 計 15,031 14,878 ▲　153 15,647 769



重要なことなので、生徒や保
護者が不安を感じることがな
いように県の教育改革の動向
を注視しつつ県教委とも十分
に情報共有や連携をはかる。
よりよい教育環境を提供する
ための計画と理解している。
　森本議員：よりよい教育環

　長田教育長：少子化にとも
なう生徒数減少により、小規
模化している高校の魅力と活
力ある教育活動を維持するた
めに４校の統合をすることと
されている。生徒にとって、
進路を選択するにあたり大変

これからの王子公園を考える会
署名提出、陳情書提出
報告集会をおこないます！

答弁ダイジェスト

生徒や保護者の声を聞き

県立高校再編・廃止計画は
撤回すべき

　兵庫県教育委員会は、全日
制の県立高校のうち28校を対
象として、13校に編成する方
針を盛り込んだ「県立高等学
校教育改革第３次実施計画」
を発表しました。計画では、
2025年度に神戸・芦屋学区の

４校を２校に再編する計画が
あげられています。森本議員
は「性急な統廃合は、教育環
境の悪化が懸念されるため、
計画の中止を県へ働きかけて
いくべきだ」 と追及しまし
た。

いる。
　森本議員：多くのみなさん
の意見は、管理費の高さだ。
店舗面積は小さいのに、共用
部分が膨大なために高い管理
費の要因になっている。検証
報告書には解決方法は記載さ
れておらず「行政内部で３層
構造にブレーキをかける者は
いなかった」 と書かれてい
る。神戸市の責任は重大だ。
通路を公道化・公共化して市
が買い取る方法もあるのでは

ないか。
　久元市長：共用部分をどう
活用をするのかを考える必要
がある。管理費の軽減につい
ては、商業床の資産価値の向
上や商業環境の改善をすすめ
ることも含めて検討したい。
　森本議員：賃貸の人と、震
災にあって店を再建した人と
では思いが違う。大変苦しい
思いをされている。みなさん
から直接いろんな声を聞いて
解決策を講じるべきだ。

ことで共用部分が増え、被災
前には必要なかったビル管理
費が発生し、商業者のみなさ
んからは管理費が高いとの不
満の声があがっていることを
神戸市も認めています。森本
議員は、商売をしている被災
権利者のみなさんの声によく

耳を傾け、今何が重荷になっ
ているかを考えて解決策を見
出すべきと求めました。また、
再開発事業会計について、ど
のような事業をおこなってい
るのかがわかるように、単年
度ごとに事業別できちんと明
らかにすべきと質しました。

境と言うなら、
少人数学級に変
え て い く べ き
だ。「15の春を
泣かせない」と
いうスローガン
のもと、多くの
困難を乗り越え
て高校を各地に
造ってきた。し
かし、生徒数の
減少に応じて神
戸市でも統合が
すすみ、さらに学区が拡大す
るなかで、競争が激化し通学
などの経済負担も増えている
のではないか。
　久元市長：学校の統廃合
は、議員の方も意見を表明さ
れてきたから大切にしなけれ
ばいけないと思うが、今私た
ちが直面している状況は子ど
もの数が減っていくというこ

と。今も既に進行している少
子化の状況の中で、高校の在
り方、配置をどう考えるべき
かをしっかり議論しなければ
ならない。
　森本議員：動向を注視する
のではなく、生徒や卒業生だ
けでなく地域のみなさんの声
もしっかり聞き、統合させな
いということを明言すべきだ。

答弁ダイジェスト
　久元市長：新長田の再開発
事業は概ね達成できたが、商
業としての賑わいに課題が残

っている。床を取得した被災
権利者からは地価の下落によ
る売るに売れない状況で不公
平という声があると承知して

第２弾
開催

　神戸市がすすめようとしている王子公
園再整備基本計画に対し、反対の声をあ
げている「みんなの王子公園＆動物園を
考える会」のみなさんが４月23日（土）
午前10時から「これからの王子公園を考
える会」第２弾を開催します。
　日本共産党神戸市会議員団の味口とし
ゆき議員が、この間の署名提出や議会・
委員会など、会のみなさんとともに報告
します。
　ぜひみなさんご参加ください！

◀�会のみなさんと一緒に
署名活動をする味口と
しゆき議員

４月23日（土）
�午前10時～12時

日時

王子動物園
ホール

場所

参加費は無料です


